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(57)【特許請求の範囲】

【請求項１】

　基体と、

　前記基体に接続されたアームと、前記アームに保持され、前記アームの作動によって被

検査体を叩いて検査する検査部とを備える検査体と、

　前記基体を飛行させる回転翼と、

　前記被検査体に接触して、前記基体と前記被検査体の距離を所定値に保つ距離保持体と

、を有し、

　前記アームが前記基体にサーボモータを介して回動可能に接続された第一アーム部材と

、前記検査部を保持するとともに、前記第一アーム部材にサーボモータを介して回動可能

に接続された第二アーム部材とを備え、

　前記第二アーム部材の回動に伴って検査部も回動し、検査部が被検査体を叩打する非破

壊検査装置。

【請求項２】

　請求項１において、

　前記基体に設けられた前記サーボモータに前記第一アーム部材の一端が取り付けられ、

前記第一アーム部材の他端に設けられた前記サーボモータに前記第二アーム部材の一端が

取り付けられている記載の非破壊検査装置。

【請求項３】

　請求項１において、
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　 前 記 距 離 保 持 体 が 前 記 被 検 査 体 に 接 触 す る 少 な く と も 二 つ の 接 触 部 を 備 え 、

　 前 記 二 つ の 接 触 部 の 間 で 前 記 ア ー ム が 作 動 す る 非 破 壊 検 査 装 置 。

【 請 求 項 ４ 】

　 請 求 項 １ に お い て 、

　 前 記 距 離 保 持 体 が 、 前 記 基 体 に 設 け ら れ た 車 軸 と 、 前 記 車 軸 の 両 側 に 回 動 自 在 に 設 け ら

れ た 車 輪 と を 備 え 、

　 前 記 車 輪 が 回 転 し な が ら 前 記 被 検 査 体 に 接 触 し て 、 前 記 基 体 と 前 記 被 検 査 体 の 距 離 を 所

定 値 に 保 つ 非 破 壊 検 査 装 置 。

【 請 求 項 ５ 】

　 請 求 項 １ か ら ４ の い ず れ か に お い て 、

　 前 記 基 体 を 前 記 被 検 査 体 方 向 に 移 動 さ せ る 補 助 回 転 翼 を さ ら に 有 す る 非 破 壊 検 査 装 置 。

【 請 求 項 ６ 】

　 請 求 項 ５ に お い て 、

　 前 記 補 助 回 転 翼 が 、 停 止 と 所 定 の 回 転 数 で の 回 転 の 二 段 階 の 切 り 替 え で 作 動 す る 非 破 壊

検 査 装 置 。

【 請 求 項 ７ 】

　 請 求 項 １ か ら ６ の い ず れ か に お い て 、

　 前 記 検 査 部 が 前 記 被 検 査 体 を 叩 い た と き の 衝 撃 力 の 時 間 変 化 に 基 づ い て 前 記 被 検 査 体 の

劣 化 を 判 定 す る 非 破 壊 検 査 装 置 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】

【 技 術 分 野 】

【 ０ ０ ０ １ 】

　 本 発 明 は 、 回 転 翼 無 人 航 空 機 を 用 い て 、 建 造 物 の 劣 化 状 態 を 空 中 で 検 査 す る 非 破 壊 検 査

装 置 に 関 す る 。

【 背 景 技 術 】

【 ０ ０ ０ ２ 】

　 ト ン ネ ル 、 橋 梁 、 ビ ル 等 の 建 造 物 は 、 建 設 後 に こ れ ら の 構 造 の 劣 化 を 検 査 し 続 け る 必 要

が あ る 。 見 た 目 で は 建 造 物 の 劣 化 が わ か ら な い た め 、 高 所 作 業 車 や 検 査 の た め に 設 置 し た

足 場 な ど を 使 用 し て 、 ハ ン マ ー 等 の 検 査 具 で 人 が 建 造 物 を 直 接 叩 い て 検 査 す る の が 一 般 的

で あ る 。 し か し な が ら 、 検 査 具 で 人 が 建 造 物 を 直 接 叩 く 検 査 で は 、 高 所 作 業 の 危 険 性 や 足

場 の 設 置 コ ス ト 等 が 問 題 と な る 。 ま た 、 検 査 具 で 人 が ト ン ネ ル の 内 壁 を 直 接 叩 く 検 査 で は

、 検 査 期 間 中 の 車 両 や 電 車 等 の 通 行 規 制 が 必 要 と な る 。 さ ら に 、 人 が 近 づ け な い よ う な 場

所 で 、 建 造 物 を 叩 打 検 査 し な け れ ば な ら な い こ と も あ る 。

【 発 明 の 概 要 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ ０ ３ 】

　 本 発 明 は こ の よ う な 事 情 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 建 造 物 の 高 所 や 人 が 近 づ け な い

よ う な 場 所 に あ る 建 造 物 を 、 空 中 で 検 査 で き る 非 破 壊 検 査 装 置 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す

る 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ ０ ４ 】

　 本 発 明 の 非 破 壊 検 査 装 置 は 、 基 体 と 、 基 体 に 接 続 さ れ た ア ー ム と 、 ア ー ム に 保 持 さ れ 、

ア ー ム の 作 動 に よ っ て 被 検 査 体 を 叩 い て 検 査 す る 検 査 部 と を 備 え る 検 査 体 と 、 基 体 を 飛 行

さ せ る 回 転 翼 と 、 被 検 査 体 に 接 触 し て 、 基 体 と 被 検 査 体 の 距 離 を 所 定 値 に 保 つ 距 離 保 持 体

と を 有 し て い る 。 本 発 明 の 非 破 壊 検 査 装 置 に お い て 、 ア ー ム が 、 基 体 に 回 動 可 能 に 接 続 さ

れ た 第 一 ア ー ム 部 材 と 、 検 査 部 を 保 持 す る と と も に 、 第 一 ア ー ム 部 材 に 対 し て 回 動 可 能 に

接 続 さ れ た 第 二 ア ー ム 部 材 と を 備 え る こ と が 好 ま し い 。

【 ０ ０ ０ ５ 】

　 ま た 、 本 発 明 の 非 破 壊 検 査 装 置 に お い て 、 距 離 保 持 体 が 被 検 査 体 に 接 触 す る 少 な く と も

二 つ の 接 触 部 を 備 え 、 二 つ の 接 触 部 の 間 で ア ー ム が 作 動 す る こ と が 好 ま し い 。 ま た 、 本 発
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明 の 非 破 壊 検 査 装 置 に お い て 、 距 離 保 持 体 が 、 基 体 に 設 け ら れ た 車 軸 と 、 車 軸 の 両 側 に 回

動 自 在 に 設 け ら れ た 車 輪 と を 備 え る こ と が 好 ま し い 。 ま た 、 本 発 明 の 非 破 壊 検 査 装 置 に お

い て 、 基 体 を 被 検 査 体 方 向 に 移 動 さ せ る 補 助 回 転 翼 を さ ら に 有 し て い て も よ い 。 こ の 補 助

回 転 翼 は 、 停 止 と 所 定 の 回 転 数 で の 回 転 の 二 段 階 の 切 り 替 え で 作 動 し て も よ い 。 ま た 、 本

発 明 の 非 破 壊 検 査 装 置 に お い て 、 検 査 部 が 被 検 査 体 を 叩 い た と き の 衝 撃 力 の 時 間 変 化 に 基

づ い て 被 検 査 体 の 劣 化 を 判 定 し て も よ い 。

【 発 明 の 効 果 】

【 ０ ０ ０ ６ 】

　 本 発 明 の 非 破 壊 検 査 装 置 に よ れ ば 、 被 検 査 体 と の 距 離 を 所 定 値 に 保 っ た 状 態 で 、 検 査 部

で 被 検 査 体 を 叩 い て 検 査 で き る 。 こ の た め 、 人 が 検 査 具 で 建 造 物 を 直 接 叩 い た と き と 同 等

の 精 度 で 、 建 造 物 の 劣 化 状 態 が 判 定 で き る 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ ０ ７ 】

【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る 非 破 壊 検 査 装 置 の 斜 視 図 。

【 図 ２ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る 非 破 壊 検 査 装 置 を 用 い た 建 造 物 の 壁 面 の 検 査 を 説 明 す る

側 面 図 。

【 図 ３ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る 非 破 壊 検 査 装 置 を 用 い た 建 造 物 の 底 面 の 検 査 を 説 明 す る

側 面 図 。

【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】

【 ０ ０ ０ ８ 】

　 以 下 、 本 発 明 の 非 破 壊 検 査 装 置 に つ い て 、 実 施 形 態 に 基 づ い て 、 図 面 を 参 照 し な が ら 説

明 す る 。 な お 、 図 面 は 、 非 破 壊 検 査 装 置 、 非 破 壊 検 査 装 置 の 構 成 部 材 、 お よ び 非 破 壊 検 査

装 置 の 周 辺 部 材 を 模 式 的 に 表 し た も の で あ り 、 こ れ ら の 実 物 の 寸 法 お よ び 寸 法 比 は 、 図 面

上 の 寸 法 お よ び 寸 法 比 と 必 ず し も 一 致 し て い な い 。 な お 、 重 複 説 明 は 適 宜 省 略 し 、 同 一 部

材 に は 同 一 符 号 を 付 与 す る こ と が あ る 。

【 ０ ０ ０ ９ 】

　 図 １ は 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る 非 破 壊 検 査 装 置 １ ０ を 示 し て い る 。 非 破 壊 検 査 装 置 １

０ は 、 空 中 で 、 す な わ ち 地 面 や 床 面 か ら 離 れ た 空 間 で 、 被 検 査 体 の 劣 化 状 態 を 非 破 壊 で 検

査 で き る 。 非 破 壊 検 査 装 置 １ ０ は 、 基 体 １ ２ と 、 検 査 体 １ ４ と 、 回 転 翼 １ ６ と 、 距 離 保 持

体 １ ８ を 備 え て い る 。 非 破 壊 検 査 装 置 １ ０ は 、 検 査 体 １ ４ と 距 離 保 持 体 １ ８ を 備 え る ド ロ

ー ン と も 言 え る 。

【 ０ ０ １ ０ 】

　 基 体 １ ２ は 、 検 査 体 １ ４ を 保 持 し て い る 。 検 査 体 １ ４ は 、 ア ー ム ２ ０ と 、 検 査 部 ２ ２ を

備 え て い る 。 ア ー ム ２ ０ は 基 体 １ ２ に 接 続 さ れ て い る 。 検 査 部 ２ ２ は ア ー ム ２ ０ に 保 持 さ

れ て い る 。 検 査 部 ２ ２ は 、 ア ー ム ２ ０ の 作 動 に よ っ て 、 被 検 査 体 を 叩 い て 検 査 す る 。 検 査

部 ２ ２ が 被 検 査 体 を 叩 い た と き の 衝 撃 力 変 化 や 、 検 査 部 ２ ２ が 被 検 査 体 を 叩 い た と き に 発

生 す る 音 等 に よ っ て 、 被 検 査 体 の 劣 化 状 態 を 判 断 す る 。 被 検 査 体 と し て は 、 例 え ば 、 ト ン

ネ ル 、 橋 梁 、 ビ ル 等 の 建 造 物 の コ ン ク リ ー ト 部 分 が 挙 げ ら れ る 。 本 実 施 形 態 で は 、 ア ー ム

２ ０ は 、 基 体 １ ２ に 回 動 可 能 に 接 続 さ れ た 第 一 ア ー ム 部 材 ２ ０ ａ と 、 第 一 ア ー ム 部 材 ２ ０

ａ に 対 し て 回 動 可 能 に 接 続 さ れ た 第 二 ア ー ム 部 材 ２ ０ ｂ を 備 え て い る 。 検 査 部 ２ ２ は 第 二

ア ー ム 部 材 ２ ０ ｂ に 保 持 さ れ て い る 。

【 ０ ０ １ １ 】

　 よ り 具 体 的 に は 、 基 体 １ ２ に 設 け ら れ た サ ー ボ モ ー タ ２ ４ に 、 第 一 ア ー ム 部 材 ２ ０ ａ の

一 端 が 取 り 付 け ら れ て お り 、 第 一 ア ー ム 部 材 ２ ０ ａ の 他 端 に 設 け ら れ た サ ー ボ モ ー タ ２ ６

に 、 第 二 ア ー ム 部 材 ２ ０ ｂ の 一 端 が 取 り 付 け ら れ て い る 。 こ の た め 、 基 体 １ ２ と 第 一 ア ー

ム 部 材 ２ ０ ａ の 角 度 、 お よ び 第 一 ア ー ム 部 材 ２ ０ ａ と 第 二 ア ー ム 部 材 ２ ０ ｂ の 角 度 が 適 宜

調 整 で き る 。 し た が っ て 、 被 検 査 体 に 対 し て 所 望 の 角 度 で 、 例 え ば 垂 直 で 、 検 査 部 ２ ２ が

接 触 す る よ う に で き る 。 ま た 、 後 述 す る よ う に 、 鉛 直 面 だ け で な く 、 水 平 下 面 で あ る 被 検

査 体 の 非 破 壊 検 査 が 容 易 と な る 。

【 ０ ０ １ ２ 】
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　 回 転 翼 １ ６ は 基 体 １ ２ を 飛 行 さ せ る 。 本 実 施 形 態 で は 、 ４ つ の 回 転 翼 １ ６ が 設 け ら れ て

い る が 、 回 転 翼 の 数 量 、 形 状 、 配 置 、 素 材 等 は 特 に 制 限 が な い 。 回 転 翼 １ ６ は 、 回 転 速 度

、 回 転 面 の 角 度 、 回 転 方 向 等 が 制 御 で き 、 基 体 １ ２ 、 つ ま り 非 破 壊 検 査 装 置 １ ０ の 飛 行 方

向 を 調 整 で き る 。 す な わ ち 、 回 転 翼 １ ６ に よ っ て 、 非 破 壊 検 査 装 置 １ ０ は 、 鉛 直 上 下 方 向

、 水 平 方 向 、 水 平 に 対 す る 斜 め 上 下 方 向 に 移 動 で き る 。 ま た 、 回 転 翼 １ ６ の そ れ ぞ れ の 回

転 状 態 を 調 整 す る こ と に よ っ て 、 非 破 壊 検 査 装 置 １ ０ は ホ バ リ ン グ で き る 。 な お 、 本 実 施

形 態 で は 、 非 破 壊 検 査 装 置 １ ０ は 補 助 回 転 翼 ２ ８ を 備 え て い る 。 補 助 回 転 翼 ２ ８ に つ い て

は 後 述 す る 。

【 ０ ０ １ ３ 】

　 距 離 保 持 体 １ ８ は 、 検 査 時 に 被 検 査 体 に 接 触 し て 、 基 体 １ ２ と 被 検 査 体 の 距 離 を 所 定 値

に 保 つ 。 距 離 保 持 体 １ ８ は 、 基 体 １ ２ に 設 け ら れ た 車 軸 ４ ０ と 、 車 軸 ４ ０ の 両 側 に 回 動 自

在 に 設 け ら れ た 車 輪 ４ ２ ， ４ ４ を 備 え て い る 。 し た が っ て 、 非 破 壊 検 査 装 置 １ ０ が 被 検 査

体 に 最 も 近 づ い た 状 態 で 非 破 壊 検 査 装 置 １ ０ が 多 少 動 い て も 、 車 輪 ４ ２ ， ４ ４ が 回 転 し な

が ら 基 体 １ ２ と 被 検 査 体 の 距 離 を 一 定 に 保 て る 。

【 ０ ０ １ ４ 】

　 な お 、 本 実 施 形 態 の 距 離 保 持 体 １ ８ に 代 え て 、 被 検 査 体 に 接 触 す る 少 な く と も 二 つ の 接

触 部 を 備 え 、 こ の 二 つ の 接 触 部 の 間 で ア ー ム ２ ０ が 作 動 す る よ う な 距 離 保 持 体 で あ っ て も

よ い 。 こ の よ う な 距 離 保 持 体 と し て は 、 例 え ば 、 水 平 面 が コ 字 形 状 や Ｈ 字 形 状 と な る よ う

に 棒 状 部 材 を 組 み 合 わ せ 、 コ 字 の 縦 線 に 相 当 す る 棒 状 部 材 や Ｈ 字 の 横 線 に 相 当 す る 棒 状 部

材 を 基 体 １ ２ に 固 定 し た も の や 、 三 本 の 棒 状 部 材 の 一 端 を 基 体 １ ２ に 固 定 し 、 他 端 を 斜 め

三 方 向 に 拡 げ 、 こ れ ら の 他 端 が 三 角 形 の 頂 点 と な る よ う に 被 検 査 体 に 接 触 さ せ る も の が 挙

げ ら れ る 。

【 ０ ０ １ ５ 】

　 検 査 部 ２ ２ は 、 ハ ン マ ー の よ う な 形 状 を 備 え 、 グ リ ッ プ 部 分 が 第 二 ア ー ム 部 材 ２ ０ ｂ に

保 持 さ れ て い る 。 第 二 ア ー ム 部 材 ２ ０ ｂ の 回 動 に 伴 っ て 検 査 部 ２ ２ も 回 動 し 、 検 査 部 ２ ２

が 被 検 査 体 を 叩 打 す る 。 検 査 部 ２ ２ の 叩 打 の 結 果 に 応 じ て 、 被 検 査 体 の 劣 化 を 判 定 す る 。

本 実 施 形 態 で は 、 検 査 部 ２ ２ が 被 検 査 体 を 叩 い た と き の 衝 撃 力 の 時 間 変 化 に 基 づ い て 被 検

査 体 の 劣 化 を 判 定 す る 。 こ の た め 、 叩 い た と き の 音 に よ っ て 被 検 査 体 の 劣 化 を 判 定 す る 打

音 検 査 と 異 な り 、 回 転 翼 １ ６ の 回 転 音 が 激 し く 発 生 す る 環 境 下 で も 、 被 検 査 体 の 劣 化 を 正

確 に 判 定 で き る 。

【 ０ ０ １ ６ 】

　 図 ２ は 、 非 破 壊 検 査 装 置 １ ０ を 用 い て 、 被 検 査 体 で あ る 建 造 物 、 例 え ば コ ン ク リ ー ト 製

の 橋 脚 の 壁 面 Ｗ （ コ ン ク リ ー ト 面 ） を 検 査 す る 方 法 を 示 し て い る 。 こ の 検 査 方 法 は 以 下 の

よ う に 実 施 さ れ る 。 ま ず 、 回 転 翼 １ ６ を 水 平 面 内 で 回 転 さ せ て 、 鉛 直 上 方 に 非 破 壊 検 査 装

置 １ ０ を 飛 行 さ せ る 。 つ ぎ に 、 補 助 回 転 翼 ２ ８ を 鉛 直 面 内 で 回 転 し て 、 基 体 １ ２ を 壁 面 Ｗ

の 方 向 に 移 動 さ せ 、 車 輪 ４ ２ と 車 輪 ４ ４ （ 不 図 示 ） を 壁 面 Ｗ に 接 触 さ せ な が ら 非 破 壊 検 査

装 置 １ ０ を 空 中 飛 行 さ せ る 。 補 助 回 転 翼 ２ ８ は 、 回 転 翼 １ ６ の 回 転 開 始 と 同 じ タ イ ミ ン グ

で 回 転 開 始 し て も よ い 。

【 ０ ０ １ ７ 】

　 な お 、 補 助 回 転 翼 ２ ８ が 設 け ら れ て い な い 非 破 壊 検 査 装 置 で は 、 水 平 に 対 し て 斜 め の 面

内 で 回 転 翼 １ ６ を 回 転 さ せ る こ と に よ っ て 、 車 輪 ４ ２ ， ４ ４ を 壁 面 Ｗ に 接 触 さ せ な が ら 空

中 飛 行 で き る 。 し か し 、 本 実 施 形 態 で は 補 助 回 転 翼 ２ ８ が 設 け ら れ て い る た め 、 回 転 翼 １

６ を 水 平 面 内 で 回 転 し て 、 主 に 非 破 壊 検 査 装 置 １ ０ の 鉛 直 方 向 の 飛 行 の 維 持 に 動 力 源 で あ

る エ ネ ル ギ ー を 使 用 で き る 。 そ し て 、 回 転 翼 １ ６ へ の 供 給 源 と 別 に 設 け ら れ た 動 力 源 に よ

っ て 、 補 助 回 転 翼 ２ ８ を 鉛 直 面 内 で 回 転 さ せ 、 車 輪 ４ ２ ， ４ ４ の 壁 面 Ｗ へ の 接 触 維 持 を 図

れ る 。

【 ０ ０ １ ８ 】

　 こ の よ う に 、 本 実 施 形 態 で は 、 別 々 に 設 け た 回 転 翼 １ ６ と 補 助 回 転 翼 ２ ８ の 動 力 源 を 効

率 的 に 使 用 で き る た め 、 長 時 間 の 飛 行 が で き 、 被 検 査 体 の 広 範 囲 の 検 査 が 可 能 と な る 。 さ

ら に 、 補 助 回 転 翼 ２ ８ を 、 停 止 と 所 定 の 回 転 数 で の 回 転 の 二 段 階 の 切 り 替 え で 作 動 す る 単
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純 な 構 造 に す れ ば 、 エ ネ ル ギ ー 消 費 量 を よ り 一 層 抑 え ら れ 、 被 検 査 体 の さ ら な る 広 範 囲 の

検 査 が 可 能 と な る 。

【 ０ ０ １ ９ 】

　 そ し て 、 車 輪 ４ ２ ， ４ ４ を 壁 面 Ｗ に 接 触 し な が ら 非 破 壊 検 査 装 置 １ ０ が 空 中 飛 行 し て い

る 状 態 で 、 第 二 ア ー ム 部 材 ２ ０ ｂ を 回 動 さ せ て 、 加 速 度 計 を 内 蔵 し て い る 検 査 部 ２ ２ で 壁

面 Ｗ を 複 数 回 、 例 え ば １ ０ 回 叩 く 。 検 査 部 ２ ２ は 、 壁 面 Ｗ を 叩 い た と き の 衝 撃 力 の 時 間 変

化 を 記 憶 し て い る 。 検 査 部 ２ ２ の 記 憶 媒 体 を コ ン ピ ュ ー タ に 接 続 し 、 こ の 衝 撃 力 の 時 間 変

化 を コ ン ピ ュ ー タ で 処 理 し て 、 壁 面 Ｗ の 劣 化 を 判 定 す る 。 例 え ば 、 衝 撃 力 の 時 間 変 化 を 示

す グ ラ フ の 波 形 が 左 右 対 称 の 山 型 に な れ ば 、 壁 面 Ｗ は 劣 化 し て い な い と 判 定 し 、 不 規 則 な

鋸 波 に な れ ば 、 そ の 波 形 に 応 じ て 、 壁 面 Ｗ は 表 面 劣 化 し て い る 、 ま た は 壁 面 Ｗ に 剥 離 面 が

あ る と 判 定 す る 。

【 ０ ０ ２ ０ 】

　 図 ３ は 、 非 破 壊 検 査 装 置 １ ０ を 用 い て 、 被 検 査 体 で あ る 建 造 物 、 例 え ば コ ン ク リ ー ト 製

の 橋 梁 の 底 面 Ｂ （ コ ン ク リ ー ト 面 ） を 検 査 す る 方 法 を 示 し て い る 。 こ の 検 査 方 法 は 、 以 下

の よ う に 実 施 さ れ る 。 ま ず 、 第 一 ア ー ム 部 材 ２ ０ ａ を 回 動 し て 鉛 直 方 向 に す る 。 つ ぎ に 、

回 転 翼 １ ６ を 水 平 面 内 で 回 転 さ せ て 、 鉛 直 上 方 に 非 破 壊 検 査 装 置 １ ０ を 飛 行 さ せ 、 車 輪 ４

２ と 車 輪 ４ ４ （ 不 図 示 ） を 底 面 Ｂ に 接 触 さ せ な が ら 非 破 壊 検 査 装 置 １ ０ を 空 中 飛 行 さ せ る

。 な お 、 補 助 回 転 翼 ２ ８ は 、 常 時 停 止 し た ま ま で あ る 。 そ し て 、 壁 面 Ｗ の 検 査 方 法 と 同 様

に し て 、 車 輪 ４ ２ ， ４ ４ を 底 面 Ｂ に 接 触 さ せ な が ら 、 第 二 ア ー ム 部 材 ２ ０ ｂ を 回 動 さ せ て

、 検 査 部 ２ ２ で 底 面 Ｂ を 複 数 回 叩 き 、 底 面 Ｂ の 劣 化 を 判 定 す る 。

【 実 施 例 】

【 ０ ０ ２ １ 】

　 図 １ に 示 す よ う な ド ロ ー ン 型 の 非 破 壊 検 査 装 置 を 用 い て 、 劣 化 し て い な い コ ン ク リ ー ト

ブ ロ ッ ク の 壁 面 を 検 査 部 で 叩 い た と き の 衝 撃 力 と 、 検 査 部 で あ る ハ ン マ ー ユ ニ ッ ト の グ リ

ッ プ 部 を 持 っ て 、 劣 化 し て い な い コ ン ク リ ー ト ブ ロ ッ ク の 壁 面 を ハ ン マ ー の 打 撃 面 で 人 手

で 叩 い た と き の 衝 撃 力 を １ ０ 回 測 定 し た 。 検 査 部 は コ ン ク リ ー ト テ ス タ ー （ 日 東 建 設 株 式

会 社 、 Ｃ Ｔ Ｓ － ０ ２ Ｖ ４ ） を 使 用 し た 。 な お 、 非 破 壊 検 査 装 置 を 用 い た 検 査 で は 、 非 破 壊

検 査 装 置 を 地 上 に 設 置 し 、 車 輪 を コ ン ク リ ー ト ブ ロ ッ ク の 壁 面 に 接 触 さ せ た 状 態 で 検 査 し

た 。

【 ０ ０ ２ ２ 】

　 人 手 で 叩 い た と き の 表 面 強 度 は ４ ０ ． ０ ９ ～ ４ ５ ． ４ ０ 〔 Ｎ 〕 で 、 平 均 値 は ４ ２ ． １ ４

〔 Ｎ 〕 で あ っ た 。 ま た 、 叩 い た と き に 壁 面 が 押 さ れ て い る 時 間 を 、 壁 面 が 押 し 戻 さ れ て い

る 時 間 で 割 っ た 数 値 で あ る 表 面 劣 化 の 指 標 は 、 １ ． １ ６ ～ １ ． ４ ２ で 、 平 均 値 は １ ． ２ ７

で あ っ た 。 な お 、 こ の 指 標 は ０ ． ８ ５ ～ １ ． ２ ５ が 正 常 値 で あ る 。 一 方 、 非 破 壊 検 査 装 置

を 用 い た と き の 表 面 強 度 は ３ ６ ． ９ ７ ～ ４ ９ ． ０ ６ 〔 Ｎ 〕 で 、 平 均 値 は ４ ４ ． ０ ５ 〔 Ｎ 〕

で あ っ た 。 ま た 、 表 面 劣 化 の 指 標 は 、 １ ． ０ ９ ～ １ ． ３ ７ で 、 平 均 値 は １ ． ２ ３ で あ っ た

。 以 上 よ り 、 非 破 壊 検 査 装 置 を 用 い た と き と 、 人 手 で 叩 い た と き で は 、 表 面 強 度 と 表 面 劣

化 の 指 標 に 大 き な 誤 差 が な か っ た 。 非 破 壊 検 査 装 置 を 用 い た と き に 、 距 離 保 持 体 に よ っ て

、 被 検 査 体 と 検 査 部 の 距 離 が ほ ぼ 一 定 に 保 て た か ら だ と 考 え ら れ る 。

【 符 号 の 説 明 】

【 ０ ０ ２ ３ 】

１ ０ 　 　 非 破 壊 検 査 装 置

１ ２ 　 　 基 体

１ ４ 　 　 検 査 体

１ ６ 　 　 回 転 翼

１ ８ 　 　 距 離 保 持 体

２ ０ 　 　 ア ー ム

２ ０ ａ 　 第 一 ア ー ム 部 材

２ ０ ｂ 　 第 二 ア ー ム 部 材

２ ２ 　 　 検 査 部
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２ ４ ， ２ ６ 　 　 サ ー ボ モ ー タ

２ ８ 　 　 補 助 回 転 翼

４ ０ 　 　 車 軸

４ ２ ， ４ ４ 　 　 車 輪

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】
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